
２１ 県土利用の基本方針

（ １ ） 県土利用を取り巻く 情勢の変化と課題 （ ２ ） 県土利用の基本方針

静岡県国土利用計画（ 第六次） 素案の概要

第１ 章 県土の利用に関する基本構想

「 幸福度日本一の静岡県」 の実現に向け持続可能で自然と共生した県土利用を目指す

＜基本方針＞

・「 県民の安全・ 安心」 を実現する県土利用

・ 持続的な成長の実現に向けた県土利用

・ 景観や自然環境に配慮した県土利用

（ ３ ） 県土管理の方策

✔ ハード ・ ソフ ト の両面を組

み合わせた取組を推進し、被

害の最小化が必要

✔ 激甚化・ 頻発化する水災害

に対し 、「 流域治水」 のより

一層の推進が必要

✔ 従来の防災・ 減災対策に加

え、速やかに復旧・ 復興がで

きる県土の構築に向け、国土

強靭化の取組の推進が必要

＜課題１ ＞

「 県民の安全・ 安心」 を実現する県土の構築

✔ デジタ ル技術の活用によ

り 、様々な分野における生産

性の向上等、人口減少下にあ

っても持続可能な社会への

変革が必要

✔ 本県の強みや優位性を最大

限に活用し た持続的な成長

の確保が必要

✔ 過疎化・ 高齢化の進行による生物多様性への悪

影響や自然資源の管理・ 利活用に係る知恵や技

術の喪失等の懸念

✔ 生態系を保全し 、 人と自然が共生してきた里地

里山等を持続的な利活用が必要

✔ 人口減少を踏まえた、 事前

防災・事前復興の観点からの

地域づく りの推進

✔ 「 流域治水」 の推進

✔ 災害リ スクの高い地域の土

地利用の適切な制限と安全

な地域への土地利用の誘導

✔ 田園風景や都市空間等の景観の保全・ 創出

✔ 生物多様性保全に資する地域（ OECM） の設定・

管理の促進による生態系ネッ ト ワークの形成

✔ 地域資源を活用した農山漁村と都市の様々な地

域間相互の交流促進等による美しい景観と豊か

な自然環境の活用

＜基本方針１ ＞

「 県民の安全・ 安心」 の実現

✔ 3D都市モデルの活用や新た

な価値創出の推進等による

都市的土地利用

✔ 優良農地の確保、 森林の適

切な整備及び保全等による

農林業的土地利用

✔ 地域間の交流と連携の促進

✔ 3 次元点群等のデジタル技

術革新の活用

＜課題２ ＞

持続的な成長の実現

＜課題３ ＞ 景観や自然環境の保全・ 創出

＜基本方針２ ＞

持続的な成長の実現

＜基本方針３ ＞ 景観や自然環境への配慮



２ 地域別の概要１ 県土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標

（ １ ） 目標年次及び計画の基礎

（ ２ ） 規模の目標

（ １ ） 地域区分の考え方

（ ２ ） 地域区分

（ 参考） 国の規模の目標

静岡県国土利用計画（ 第六次） 素案の概要

第２ 章 県土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要



● 「 県民の安全・ 安心」 を実現する県土利用 ●持続的な成長の実現に向けた県土利用 ●景観や自然環境に配慮した県土利用

１ 総合的な措置

２ 区分別の措置
（ １ ） 基本方針別の措置

（ ２ ） 地域別の措置

● 総合的かつ計画的な県土利用

静岡県国土利用計画（ 第六次） 素案の概要

第３ 章 第２ 章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要


